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研究成果の概要： 

本研究は、わが国の特別養護老人ホームにおいてすでに制度化され施設介護の手法

として定着しつつあるユニットケアを規定する諸要因を抽出し、社会学的な分析をお

こなったものである。具体的には、宮城県内の全ての特別養護老人ホームを対象とし

て実施した質問紙調査により得られたデータをもとに、それぞれの施設の職員配置や

ユニットリーダーの位置と役割について解析した。また、ユニットケアの運営形態ご

とに選定した複数の施設の事例をとりあげ、集中的な分析をおこなった。この事例分

析においては、参与観察にもとづいて作成した行動記録や会話記録のほか、運営主体

や介護職員、入居者、家族に対する聴取調査の結果を資料として蓄積し、分析の対象

とした。  
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１．研究開始当初の背景 
従来、特別養護老人ホームでは、全ての入

居者にたいして集団一括的に食事介助・排泄

介助・入浴介助がおこなわれていた。介護を

担当する職員は、決められた時間のなかで流

れ作業的なケアを提供するのが一般的であ

った。このようなケアのあり方に対する反省

から生まれたのがユニットケアである。ユニ

ットケアは、施設内の居室を 10 人程度から

なるいくつかのグループに分け、それぞれを

ひとつの生活単位として少人数の家庭的な

雰囲気の中でケアをおこなうという、施設介
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護の新しい形態である。1 つのユニットに従

事する介護職員が固定されているため、入居

者ひとりひとりの違いに配慮したきめ細や

かなケアが提供できるとされている。認知症

高齢者が入居者の全体の 8割を占める特別養

護老人ホームにおいては、このような「病院

モデル」から「生活モデル」への転換は大き

な可能性をもつと期待されていた。そうした

期待を背景として、ユニットケアの実践例が

次々と紹介され、導入から定着までのプロセ

スや、ユニット化に伴う入居者の生活変化な

どについての研究報告がなされるようにな

った。だがそれらの研究には、ユニットケア

の有効性や妥当性をあらかじめ肯定的に扱

うものが多く、しかもそれぞれの事例に対し

て個別的にアプローチするにとどまってい

た。その結果、個々の事例の現状や課題は明

らかになったとしても、ユニットケアそのも

のの成り立ちについて分析したり問い直し

たりするような研究はみられなかった。 
 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、それぞれの施設がおかれ

た条件によって多種多様にありうるユニッ

トケアが、いかなる要因の連関によって成り

立っているのかを解明することにあった。具

体的には、宮城県内にある特別養護老人ホー

ムを対象として計量的アプローチならびに

質的な事例分析をおこなうことにより、ユニ

ットケアを規定する諸要因を社会学的に分

析することであった。 
 ユニットケアは、施設介護の理念型ある

いは完成型として一元的に捉えるのではな

く、各施設がその標準化にむけて段階的に

取り組んでいくものとして扱わなければな

らない。なぜならば、どの施設においても

限られた財源や条件のなかで、現にある建

物や職員たちを最大限に生かしながらユニ

ットケアに取り組んでいるのが実状だから

である。さまざまな形で実践されているユ

ニットケアが、いかなる要因の連関によっ

て成り立っているのを明らかにできなけれ

ば、ユニットケアの社会的評価を定めるこ

とはできない。 
 そこで、ユニットケアを規定する要因を

抽出し社会学的な分析をおこなうことをね

らいとして計画・実行されたのが本研究で

ある。このことにより、ユニットケアを類

型化するための手がかりを得ることが、本

研究の最大の目的であった。 
 

 
３．研究の方法 
(1)宮城県内にある全ての特別養護老人ホー

ムを対象に実施した、施設のユニット化の状

況に関する質問紙調査によって得られた計

量的データを分析した。 
(2)ユニットケアの運営形態ごとに複数の特

別養護老人ホームを選定して参与観察をお

こない、入居者および介護職員の行動記録お

よび会話記録を作成した。 
(3)あわせて、運営主体や介護職員、入居者、

家族を中心に聴き取り調査を実施し、質的な

データを収集した。 
(4)ユニットケアおよび介護労働に関連する

文献や資料を収集し考察をおこなった。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 1 年目 
①宮城県内の全ての特別養護老人ホーム（90
カ所）を対象に実施した質問紙調査（平成 16
年 4 月実施）の自由回答について、テキスト

マイニング法による構造化分析をおこなっ

た。また、同調査で得られたデータにもとづ

いてユニットケアリーダーの位置と役割に

ついて解析した。 
②新築型の特別養護老人ホームのなかから

複数の施設を選定し、参与観察をおこなった。

また、ユニットケアと職員配置の状況につい

て聴き取り調査を実施した。特に介護職員を

対象として、介護職に従事するようになった

経緯や動機、入居者に対する個別ケアにあた

るさいの具体的な工夫、ターミナルケアに対

する考え、現在の仕事に対する評価や満足度

などに関してインタビューをおこなった。ま

た、入居者の基本属性、既往歴、家族構成、

人的ネットワーク、入居までの経緯などに関

してデータを収集した。 
③自治体および運営主体がユニット型の特

別養護老人ホームを新規開設するにあたり、

地域福祉サービス全体のなかでどのような

位置を付与し、いかなる役割を期待している

か、地域的特性をいかに考慮しているかにつ

いて、関係各者への聴き取り調査を実施した。 
④特別養護老人ホームには、単なる収容型の

施設サービスにとどまらず、高齢者の在宅で

の暮らしを支える地域福祉サービスの拠点

としての役割が期待されている。施設のユニ

ット化の傾向は、従来言われてきたような施

設介護の倫理的転換という意味を内包する

だけでなく、高齢者の地域生活の充実との関

係性において把握される必要があることが



 

 

あらためて浮き彫りになった。 
 
(2) 2 年目 
①ユニットケアの運営形態ごとに複数の特

別養護老人ホームを選定し、訪問調査を実施

した。職員配置、運営期間、職員のケア労働

量、入居者の生活の質と生活満足度、施設周

辺の地域性といった客観的データを収集し

た。 
②加えて、主としてユニットリーダーを対象

とする聴き取り調査を実施し、介護職に就労

した経緯と動機、これまでに従事したケアの

種類、ユニットケアを実践するにいたった経

緯と動機、リーダーを担当するにあたり指導

的な役割を果たした人物の存在の有無、入居

者との人間関係を形成・維持するにあたって

の具体的な工夫などについてインタビュー

をおこなった。 
③入居者の現在の生活のありかたは、それ以

前の生活史と不可分の関係にあるため、入居

者に対するライフヒストリーの聴き取りも

あわせて実施した。 
④特養の安定的で持続的な経営のためには、

若者や主婦によるパート労働を欠くことは

できないが、そこから派生する雇用格差の問

題を看過することはできないことから、非正

規雇用やワーク・ライフ・バランスの問題も

視野にいれ、文献を収集し考察をおこなった。 
 
(3) 3 年目 
①新築型の特別養護老人ホームを重点的な

調査対象とし、職員配置を規定する諸要因に

関する質的データの収集をおこなった。また

参与観察を実施し、入居者と介護職員、入居

者同士、入居者とユニットを訪れる家族など

の社会関係の構築プロセスに注目し、コミュ

ニケーション論の観点からこれを分析する

作業に着手した。 
②近年の特養においては、介護職員の離職率

の高さが看過できない問題となっており、と

りわけユニットリーダーと呼ばれる介護職

員のユニットへの定着が、特別養護老人ホー

ムにおけるケアの質の確保の鍵を握ってい

ることが明らかになった。 
③正社員と非正社員の賃金格差や労働時間、

雇用管理の実態に関して、関係諸機関におい

てその統計的データを収集した。従来の主婦

によるパート労働に加えて、学生アルバイト

を雇用している施設も存在することが明ら

かになった。短時間労働とはいえ、なかには

正社員とまったく同様の仕事内容を求めら

れるケースもあった。介護の人材不足の問題

は年々深刻化しており、職員配置の質的構成

の問題がユニットケアのありかたを規定す

る要因の中心に位置していることが明らか

になった。 
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